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はじめに 

  

 広島県立総合技術研究所（以下「広島総研」という）の役割は，①中小企業

や農林水産事業者の既存製品の改良・新製品開発・生産性向上を支援し事業者

等の付加価値向上による県経済の持続的発展に貢献する，②感染症や災害・事

故時等における県民の健康と快適な生活環境の確保に貢献する，ことにありま

す。 

 広島総研では，日々の研究活動や技術支援を通して得られた成果を県民の知

的財産（権）として権利化し，県内の中小企業や農林水産事業者等を中心に活

用いただけるよう取り組んでいます。 

 この度，広島総研の研究成果で特許として権利化しているもののうち，広く

ご活用いただける可能性のあるものについて，「知的財産活用ガイドブック」

としてまとめています。 

 本内容をご参考に，皆様方の事業の発展・拡大に向けたツールとしてご検討

いただき，お気軽に広島総研の各センターへご連絡いただければ幸いです。 

 なお，今後共，皆様のご期待にかなう技術を生み出し，事業者様の課題解決

やイノベーション創出の支援に取り組んで参りますので，ご支援・ご協力の程，

よろしくお願いいたします。 

  

  

２０１９年２月 

広島県立総合技術研究所 

所長 渡邉 康人 
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＜ 知的財産活用ガイドブックの使い方 ＞ 

広島総研では、研究開発の成果である有用・有望な技術を、事業者の皆様に

より安心して事業活用していただくために、契約に基づく技術移転・支援に取

り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報収集

技術検討

実用開発

事業化検討
事業化

これからの可能性を 

ご検討ください 

貴社の実用化を技術支援 

いたします 

貴社の事業を支える技術 

としてご利用ください 

事業化までの貴社 

ご検討・活動の段階 

総研技術（知的財産） 

ご活用上の契約の流れ 

技術移転プロセスの概念図 
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 本冊子では、現在、広島県として特許権を取得したもの又は出願公開して

いるもののうち、契約を通じて皆様にご活用いただける準備の整っている発

明をご紹介します。 

 ご紹介する発明は、事業化までの各場面に応じて、①将来的な事業化に向

け共同研究等でのさらなる開発の可能性がある、②ライセンスとともに技術

指導等により、新たな事業化が見込める、③事業化・製品化事例がある、の

３つの視点で分類し、本冊子では、それぞれブルー、グリーン、オレンジに

色分けして掲載しております。  

 多様な技術領域（工業、食品、保健環境、農林水産）の発明を掲載してお

りますので、本色分けが、皆様のご関心、ご希望に沿った技術探しの一助と

なれば幸いです。 

  

例えば「将来の商品開発、事業化アイデアをお探しの方」は 

ブルーの発明 

 共同研究等で将来の可能性が広がります。 

  

例えば「製造・作業工程の改善や商品等の改良をご検討の方」は 

グリーンの発明 

 ライセンスとともに技術指導等により、新たな事業化が見込めます。 

  

例えば「新商品開発、製造現場で事業化実績のある技術をお求めの方」は 

オレンジの発明 

 事業化・製品化事例のある発明を掲載しています。 

 

 なお，掲載している実施許諾実績数および事業化実績数は累計です。   
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１｜植物成分による繊毛虫類駆除剤（保健環境）             
２｜遺伝子の簡易検出・識別法（保健環境）                     
３｜レモンから糖分解抑制成分が得られます（食品） 
４｜圧力を利用した芽胞数の迅速測定法（食品） 
５｜金属薄板の板金成形技術（工業） 
６｜耐衝撃性の高い炭素繊維複合材料の開発（工業） 
７｜画期的な異種金属材料接合技術（工業） 
８｜ユニーク歯形で力強い歯車（工業） 
９｜高温材料の高速コーティング（工業） 
10｜樹脂粘度測定装置（工業） 
11｜電子透過膜及びその製造方法（工業） 

目次（工業、食品、保健環境編） 

将来の商品開発、事業化アイデアをお探しの方へ 
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ページ 

製造・作業工程の改善や商品等の改良をご検討の方へ 

１｜常温流通可能なお好み焼（食品） 
２｜専門家の診断データに基づく歩行評価（工業） 
３｜エンドミル加工のびびり振動予測・回避（工業） 
４｜ＣＦＲＴＰのプレス成形方法（工業） 

５｜FRP（繊維強化樹脂）部材の締結方法（工業） 

６｜加炭を制御した鋳鋼フルモールド鋳造技術（工業） 
７｜ダイヤモンド被膜体，ダイヤモンド被膜部品及びそれら 
   の製造方法（工業） 

８｜採材支援装置および制御プログラム（工業） 

９｜コンプライアンスデバイス（工業） 

10｜厚い窒化アルミニウム皮膜（工業） 

新商品開発、製造現場で事業化実績のある技術をお求めの方へ 

１｜ノロウイルスの高感度・迅速検出法（保健環境） 
２｜水質分析の超高速前処理法（保健環境） 
３｜食材内に酵素を急速導入する凍結含浸法（食品） 
４｜機上工具観察システムの汚れ防止法(工業） 
５｜工具のたわみによる加工誤差を予測・補正(工業） 
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１｜木材の不燃化処理技術（林業）  

目次（農林水産編） 

将来の商品開発、事業化アイデアをお探しの方へ 
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37 

ページ 

製造・作業工程の改善や商品等の改良をご検討の方へ 

１｜紫外線でトマトウィルス病抑制（農業） 
２｜そしゃく行動モニタリング装置（畜産） 
３｜生殖細胞のガラス化保存器具（畜産） 
４｜木質ラーメン構造体及びその施工方法（林業） 
  

新商品開発、製造現場で事業化実績のある技術をお求めの方へ 

１｜イチゴ「株据置栽培」（農業） 
２｜アスパラガスを立ち姿で楽に効率よく収穫！（農業） 
３｜ハウス内の光環境を適正化する自動調光技術（農業） 
４｜畜産飼料の成分分析用試料採取機（畜産） 
５｜海水魚の活力向上・外傷回復技術（水産） 
６｜木材の簡易圧密技術（林業） 
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将来の商品開発、事業化アイデアをお探しの方へ 
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繊毛虫類 

天然成分で繊毛虫を撃退！   

植物成分による繊毛虫類駆除剤 

  ～ スルフォラファンの新しい効果を発見 ～ 

セールスポイント 

具体的な活用場面 

 ツリガネムシなどスクーチカ以外の繊毛虫に

も殺虫効果が認められました。水質浄化剤と

しての活用が期待されます。 

発明の特徴 

 スルフォラファンは、ブロッコリースプラウトな

どアブラナ科植物に多く含まれる成分です。 

 培養液中では、スルフォラファン ３ mg/L 以上

の濃度で、スクーチカを殺虫できます。そのた

め、魚類養殖においてスクーチカ駆除剤とし

て利用できる可能性があります。 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 繊毛虫類駆除剤、繊毛虫類の駆除方法及び水質浄化剤 

特許権者 広島県 

出願番号 特願２０１２－１０７１５７ 出願日 平成２４年 ５月 ９日 

特許番号 特許第５９８８２４０号 登録日 平成２８年 ８月１９日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 □可    ■不可 

問い合わせ先 保健環境センター 総務企画部 TEL ０８２－２５５－７１３１ 

基本情報 

 繊毛虫類の一種であるスクーチカがヒラメ等に寄生すると養殖魚の大量死の原因になります。 

 淡水、海水、汽水の入った水槽壁面や水槽中の石、砂、植物などに付着する繊毛虫類が対象です。 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

【保健環境センター】 

スクーチカ ツリガネムシ 

殺虫している 

増殖が抑制され、

数が増えていない 

増殖している スルフォラファン濃度 

スルフォラファンを入れる 

増殖抑制や殺虫の効果 ! 

 天然由来成分であるスルフォラファンによって、繊毛虫類の増殖抑制や殺虫ができます。 
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迅速！簡単！遺伝子を色で判定！！    

遺伝子の簡易検出・識別法 

【保健環境センター】 

～検出された病原微生物の遺伝子を色で見分けることができます～ 

セールスポイント 

 

代表する写真 

 
（縦3.3cm、横4.4cm） 

具体的な活用場面 

◆ この方法は、すべての遺伝子増幅法に応用が可能なため、

ライフサイエンス等の幅広い分野での利用が期待されます。 

発明の特徴 

◆ 遺伝子の簡易検出・識別法 （右図） 

  １  検査したい複数の病原微生物の遺伝子を異なる色の 

    蛍光試薬を用いて同時に増幅します。 

  ２  反応後のチューブに判定試薬を添加します。 

  ３  紫外線を照射することで、増幅した遺伝子の蛍光色の 

    みが発光します。その結果、どの遺伝子が検出された 

    かを色で簡単に判定することができます。 

◆ ノロウイルスの遺伝子検査は２種類の遺伝子グループを

別々に行う必要がありましたが、この方法を応用することに

より、同時に検査することが可能になりました。 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 標的核酸の検出方法 

特許権者 広島県 

出願番号 特願２０１１－１３４８００ 出願日 平成２３年 ６月１７日 

特許番号 特許第５８６３１６２号 登録日 平成２８年 １月 ８日 

実施許諾実績 □有        ■無   事業化実績 □有        ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 □可    ■不可 

問い合わせ先 保健環境センター 総務企画部 TEL ０８２－２５５－７１３１ 

基本情報 

◆ 反応液の色により、どの病原微生物が検出されたかを、目視で簡単に判定できます。 

◆ 糞便検体のノロウイルス検査の場合、１検体あたり約 1,300 円、最短２時間で検査可能です。  

１ 病原微生物 Ａ     ： 緑 
２ 病原微生物 Ｂ     ： 赤 
３ 病原微生物 Ｂ     ： 赤 
４ 病原微生物 Ａ&Ｂ ： 黄 
５ 病原微生物 Ａ&Ｂ ： 黄 

１     ２     ３     ４     ５ 

◆ 複数の病原微生物の遺伝子検査を同時に行うことができます。 

1 

2 

3 

遺伝子の簡易検出・識別法 

病原微生物Ａ 病原微生物Ｂ 

蛍光試薬を用いて複数の遺伝子を 

同時に増幅 

緑に発光 赤に発光 

紫外線を照射し、目視で色により判定  

判定試薬を添加 

病原微生物Ａ：蛍光試薬（緑） 
病原微生物Ｂ：蛍光試薬（赤） 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 
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レモン由来の成分で血糖値の上昇を抑えます    

レモンから糖分解抑制成分が得られます  

【食品工業技術センター】 

～ α-グルコシダーゼ阻害剤と製造方法 ～ 

セールスポイント 

具体的な活用場面 

◆ 本機能性成分（無味・水溶性）を素材・原料として、飲食品

への添加、サプリメント等への利用が期待できます。 

発明の特徴 

◆ 血糖値上昇抑制効果の高い本機能性成分がレモン全果

圧搾液に含まれます。 

◆ さらに、酵素等処理により、エリオシトリン（レモンに多く含

まれるポリフェノールの一種）を本機能性成分に変換する

ことで、容易かつ高濃度に本機能性成分を得ることがで

きます。 （レモン100gから約90mg） 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 α－グルコシダーゼ阻害剤及びその製造方法 

特許権者 広島県、公立大学法人県立広島大学（※本発明は共有のため、別途協議が必要となりま
す。） 

出願番号 特願２００７－２２５８９８ 出願日 平成１９年 ８月３１日 

特許番号 特許第５３２７７３２号 登録日 平成２５年 ８月 ２日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 □可    ■不可 

問い合わせ先 食品工業技術センター 技術支援部 TEL ０８２－２５１－７４３３ 

基本情報 

◆ 小腸での糖の分解を抑え、高い血糖値上昇抑制効果を発揮する、無味水溶性の機能性成分です。 

◆ 本機能性成分は、レモンを丸ごと圧搾した液から得ることができる、食経験のある物質です。 

レモンの圧搾液 
（エリオシトリン等含有） 

飲料や食品・サプリメント等 

酵素 

酸 
レモン（果皮を含む） 

酵素もしくは酸 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

OH O 

OH 

OH 

O O Glc 

Rha 

 糖の分解抑制効果 

 1. 4倍以上 

素材化 

圧搾 

本機能性成分 
（エリオジクチオール－７－O－グルコシド） 
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腐敗の要因となる芽胞数を1時間で計測！    

圧力を利用した芽胞数の迅速測定法 

【食品工業技術センター】 

～ 従来培養法の１/５０の時間で測定可能に ～ 

セールスポイント 

具体的な活用場面 

◆ 工場や製造装置のふき取り検査に利用することで、 

  汚染箇所を迅速に特定し、速やかな洗浄を行うことが 

  できます。 

発明の特徴 

◆ 製造当日に原料や製品中の微生物検査を完了させる

ことができ、出荷を早めることができます。 

◆ 市販の検出装置と圧力装置が必要となります。 

◆ 現状、検出装置で測定可能な試料は、液体試料と 

  なっています。 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 胞子の測定方法 

特許権者 広島県 

出願番号 特願２０１２-１４８５１４ 出願日 平成２４年 ７月 ２日 

特許番号 特許第５９５８９９８号 登録日 平成２８年 ７月 １日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有   ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 □可   ■不可 

問い合わせ先 食品工業技術センター 技術支援部 TEL ０８２－２５１－７４３３ 

基本情報 

◆ 芽胞菌とは腐敗などの原因となる細菌の一種

です。 

◆ 従来は、検出（培養法）に2日程度を要していま

したが、本発明では1時間以内の検出が可能

です。 

従来法（培養法）と同程度の

測定値が得られます。 

染色された芽胞 

◆圧力（1,000気圧）の利用により硬い殻をもつ芽胞菌の染色・迅速測定が可能になります！ 

 染色した芽胞は市販の微生物数の迅速

検出装置（染色法）で計数することができ

ます。 

めんつゆに添加した芽胞の検出 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

従来法[培養法] (Log CFU/ml） 

発
明

法
[染

色
法

] 
(L

o
g 

c
e
lls

/
m

l）
 

10 
Copyright ©2019 Hiroshima Prefecture. All rights reserved. 



個別金型を使わず薄板部品を成形・矯正！   

金属薄板の板金成形技術 

【西部工業技術センター】 

～ 汎用金型による逐次曲げ加工機 ～ 

セールスポイント      

 

代表する写真 

 
（縦3.3cm，横4.4cm） 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 金属加工装置，ロボット，及び金属加工方法 

出願人／特許権者 広島県 

出願番号 特願２０１８―０６０６７５ 出願日 平成３０年 ３月２７日 

特許番号 特許第６４５２８７４号 登録日 平成３０年１２月２１日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 ■可    □不可 

問い合わせ先 西部工業技術センター 生産技術アカデミー TEL ０８２－４２０－０５３７ 

基本情報 

※広島県は，上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 
Copyright ©2017 Hiroshima Prefecture. All rights reserved. 

発明の特徴 

◆ 適正な位置で曲げ加工ができます。 

◆ 曲げ角を滑らかに変更できます。 

◆ 局所曲げなので大きな加工力は不要です。 

◆ シミュレーションで加工予測ができます。 

活用場面（想定） 

◆ 曲げ加工メーカ 

 ・薄板の曲げの繰りかえしによる成形 

◆ プレス加工メーカ 

 ・プレス部品への追加工 

 ・プレス部品の形状矯正（スプリングバック対策） 

・軟鋼鈑の加工品 

◆ 金属薄板の自由度の高い曲げ加工(逐次曲げ加工)ができます。 
◆ 個別の金型が不要なため，低コスト・短納期で加工ができます。 

・金属薄板の動きを変更(図：クランク経路曲げ） 

【加工原理】 
・金属薄板（被加工材）に，成形ロールを押し当てながら，移動させることで，連続的な曲げ加工をします。 

・成形ロールの押し付け方を変更（図：曲げ角変更） 

【曲げ加工実験機】 

成形ロール 

角度：0 角度：0 角度：大 

・アルミ板の加工品 

【押し当て】 【薄板の移動】 

金属薄板 

【初期配置】 
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高耐衝撃性ＣＦＲＰ    

耐衝撃性の高い炭素繊維複合材料の開発 

【東部工業技術センター】 

～ 衝撃に強い炭素繊維複合材料です  ～ 

セールスポイント 

 

代表する写真 

 
（縦3.3cm、横4.4cm） 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 繊維強化複合材料およびその製造方法 

出願人 広島県 

出願番号 特願２０１３－０２７９６６ 出願日 平成２５年 ２月１５日 

特許番号 特許第６１６１１０８号 登録日 平成２９年 ６月２３日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

技術指導 ■可    □不可 サンプル提供 ■可    □不可 

問い合わせ先 東部工業技術センター 技術支援部 TEL ０８４－９３１－２４０２ 

基本情報 

◆炭素繊維に樹脂がしっかりと付着したテープ材料を用いることで、耐衝撃性能の高い成形体を作製

することができます。  

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

炭素繊維の束

液体状の樹脂

＋

乾燥

開発したテープ材料
成形体 (製品)

テープ材料および
樹脂（布・フィルム）積層体

積層 加熱プレス

＋
樹脂(布・フィルム)

開発品 従来品A 従来品B

28
21

15

数値はJIS-K7085 落錘試験での
全吸収エネルギー（J）

耐衝撃性向上

100 µm100 µm100 µm100 µm100 µm

従来品 新技術 

落錘試験による破断面 

具体的な活用場面 

◆航空機や自動車の軽量化のために、部材の一部として適用できます。 

◆軽くて強い特徴を活かせるスポーツ・レクリエーション用品にも活用できます。 

発明の特徴 
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画期的な異種金属材料接合技術 

【東部工業技術センター】 

～ 従来とは全く異なる方法でアルミと鋼の接合ができます ～ 

セールスポイント 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 異種金属板の接合方法 

特許権者 広島県 

出願番号 特願２０１１－０３３６７６ 出願日 平成２３年 ２月１８日 

特許番号 特許第５８５４４５１号 登録日 平成２７年１２月１８日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 ■可    □不可 

問い合わせ先 東部工業技術センター 技術支援部 TEL ０８４－９３１－２４０２ 

基本情報 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

0.5mm

ｱﾙﾐﾆｳﾑ

鋼0.5mm0.5mm

ｱﾙﾐﾆｳﾑ

鋼

  

◆ 先端がセラミックス球のツールを回転させながら、アルミニウム／鋼を重ねた材料に押し付けると

アルミニウム側に鋼の突起が形成され、このアンカー効果によって接合強度を大幅に上昇させるこ

とができます。 

5 mm5 mm5 mm5 mm

先端はセラミックス球 

セラミックス球をアルミ/鋼を重ねた材料に 

回転させながら押し込む 

接合後の外観 

接合後の断面 

1mm

ｱﾙﾐﾆｳﾑ

鋼 1mm1mm

ｱﾙﾐﾆｳﾑ

鋼

発明の特徴 

◆３枚以上重ねた場合や間に樹脂を挟んだ場合でも接合が可能です。 

◆接合に要する費用が抵抗スポット溶接の約1/5と非常に安価です。 

◆特に、剥離強度が高く、せん断強度の約8割に達しています。 

全く新しい異材接合技術    

    ＜せん断＞                          ＜剥離＞ 

具体的な活用場面 

◆部材の軽量化のために部材の一部をアルミ化する際のアルミと鋼の接合に 

  適用できます。また、将来的には樹脂と金属の接合への適用も考えられます。 

13 
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次世代の歯車（コルナックスⓇギア）    

ユニーク歯形で力強い歯車 

【東部工業技術センター】 

～ コルヌ螺旋歯形歯車の開発 ～ 

発明の名称 コルヌ螺旋歯形歯車 

特許権者 宮奥エンジニアリング（宮奥 勉）、広島県（※本発明は共有のため、別途協議が必要
となります。） 

出願番号 特願２００７－５１３０３０ 出願日 平成１８年 ４月 ６日 

特許番号 特許第４３７６９３８号 登録日 平成２１年 ９月１８日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有   ■無 

共同研究 ■可    □不可 サンプル提供 ■可   □不可 

問い合わせ先 東部工業技術センター 技術支援部 ＴＥＬ０８４－９３１－２４０２ 

繰り返しの荷重を 

受け続けると・・・ 

 

歯元から壊れる 

ことがあります 
 

 

歯元が折れにくく、 
安心して使えます。 

 
 

 

基本情報 

  

その効果を利用して 

コルヌ曲線とは・・・ 

コルヌ歯車 

直線と円弧を 

滑らかに繋ぐ 

曲線 

・曲げに強い 

～歯元が広い～ 

 

・摩耗に強い 

～凹凸面でかみ合う～ 
かみ合いイメージ 

歯車に
変換 

セールスポイント 

発明の特長と活用場面 

歯元の曲げ疲労強度が2割増 

薄く、軽く、小さく 
 

できます 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

具体的な活用場面 
◆歯車の耐久性に不満がある方 
◆ギアボックスを小型化したい方 
◆少ない段数で高減速比を得たい方 
   

 にお奨めします。 

発明の特徴 

多少の組付け誤差なら使用できます 

2割削減 

◆歯車を安心して使えます（歯元の強度を２割向上）。 

既存の歯車（インボリュート歯車等） 

コルヌ歯車 

14 
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◆表面コーティング層のみの形成 
  

高速高温コーティング  

高温材料の高速コーティング 

【東部工業技術センター】 

～ 爆発を利用したコーティング  ～ 

セールスポイント 

 

代表する写真 

 
（縦3.3cm、横4.4cm） 

◆ 保護皮膜の薄膜化・高機能化 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 パルスデトネーション溶射装置及び溶射方法 

特許権者 国立大学法人広島大学、広島県、マイメタリコン株式会社、鈴木精工株式会社、榎原光
江（※本発明は共有のため、別途協議が必要となります。） 

出願番号 特願２０１０－１４８６９２ 出願日 平成２２年 ６月３０日 

特許番号 特許第５６５９３４３号 登録日 平成２６年１２月１２日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

技術指導 ■可    □不可 サンプル提供 ■可    □不可 

問い合わせ先 東部工業技術センター 技術支援部 TEL ０８４－９３１－２４０２ 

基本情報 

◆ 金属やセラミックスの表面に、さらに高融点の材料をコーティングす

ることができます。（実績例：Ni系合金、Cr系合金、Co系合金、酸化

物系セラミックスなど） 

◆ 非常に緻密な皮膜です。（例：Al2O3皮膜で空孔率：1%以下など） 

金属やセラミックスを 
溶かしながら吹き付ける 

溶射火炎の温度 ～3,000℃ 

不活性ガス 

燃焼ガス 

溶射粉体供給 

製 

品 
爆発 

プラグ 

溶射ガン 

溶射皮膜層 一体成型 

製　品難溶射材料

溶射皮膜層 

製　品 製　品

皮
膜

 

製 品 
200μm 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

◆ 金属などを溶かしながら吹き付け、製品の表面をコーティングする（溶射）ことで、摩耗しにくくしたり、

錆にくくすることができます。 

◆ 保護皮膜の薄膜化・高機能化 

  省資源・省エネルギー化の促進と耐摩耗性・耐食性の向上（製鉄ロールでの耐摩耗層など） 

◆表面コーティング層のみの形成 

  部分形成による高品質低コスト化（電気部品への窒化アルミニウム層や酸化イットリウム層など） 
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～ 樹脂粘度を測定し，ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ用ﾊﾟﾗﾒｰﾀを取得できます ～ 

射出成形用繊維強化プラスチックペレット開発に必須の装置！ 

樹脂粘度測定装置 

【西部工業技術センター】 

セールスポイント 

具体的な活用場面 

◆ 輸送用機器産業を中心として、数社の粘度測

定事例があります。いずれも有用なシミュレー

ション結果が得られています。 

発明の特徴 

◆ ガラス繊維強化プラスチックの射出成形の場

合、樹脂は射出成形機のシリンダ内で混練さ

れるため、繊維が破断し短い繊維になってし

まいます。 

◆ 本装置を利用すれば、短い繊維になった後の

樹脂粘度を測定するので、シミュレーションと

実際の成形品の状態が良く合致します。 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 樹脂粘度測定方法及び樹脂粘度測定装置 

特許権者 広島県 

出願番号 特願２０１０－０２５８１９ 出願日 平成２２年 ２月 ８日 

特許番号 特許第５６７８４３２号 登録日 平成２７年 １月１６日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 ■可    □不可 

問い合わせ先 西部工業技術センター 技術支援部 TEL ０８２３－７４－１１５１ 

基本情報 

◆ 射出成形機に直接取り付けて、実際に射出される状態での樹脂粘度を測定する装置、および粘度デー
タを射出成形シミュレーションに取り込むことができる定数に変換するフィッティングソフトウェアを開発し
ました。 

◆ 本装置で測定された樹脂粘度値をもって、射出成形シミュレーションの高精度化を図ることができます。 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

従来法による粘度データ 

を用いた解析結果 

（繊維強化プラスチック） 

4段目までしか 

充填していません。 

本装置による粘度データ 

を用いた解析結果 

（繊維強化プラスチック） 

ほぼ6段目まで 

充填しています。 

実際の成形に 

非常に近くなっています。 

 

実際の射出成形結果 

ほぼ6段目まで 

充填しています。 

樹脂粘度測定装置の外観 
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測定 

データ 

パラメータ変換用フィッティングソフトウェア 



電子線を低加速電圧で大気中に取り出す    

電子透過膜及びその製造方法 

【西部工業技術センター】 

～ DLC膜による大気中への電子線取り出し窓の作製 ～ 

セールスポイント 

具体的な活用場面 

◆ 電子線による注射器や医療容器等の滅菌 

◆ 電子線印刷、樹脂の硬化 などに活用できます。 

 

発明の特徴 

◆ 低加速電圧で大気中に電子線を取り出すことが可能

です。 

◆ 電子線源の小型化が容易です。 

◆ 大気圧差に耐える強度です。 

◆ 生体適合性の高い材料（DLC）を採用しました。 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 電子透過膜及びその製造方法 

特許権者 広島県、学校法人常翔学園（※本発明は共有のため、別途協議が必要となります） 

出願番号 特願２００８－２２３０５４ 出願日 平成２０年 ９月 １日 

特許番号 特許第５３３９５８４号 登録日 平成２５年 ８月１６日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 ■可    □不可 

問い合わせ先 西部工業技術センター 技術支援部 TEL ０８２３－７４－１１５１ 

基本情報 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

Si 

DLC 

◆ 本発明では、炭素を主成分とするダイヤモンドライクカーボン（DLC）膜を電子透過の窓材に使用するこ

とで、従来（窒化シリコン膜）よりも約40％※1低い加速電圧で電子線を取り出すことが可能になりました。

※1 膜厚約200nmにおいて 

電子線 

真空側 

大気側 
試料 

電子透過窓 

Si 

DLC 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0 5 10 15

加速電圧 (kV)

電
子

透
過

率
 (

%
)

電子線取り出しに必要な 
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製造・作業工程の改善や商品等の改良をご検討の方へ 

工業、食品、保健環境編 
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長期保存可能な食感の良いお好み焼です    

常温流通可能なお好み焼 

【食品工業技術センター】 

～ レトルト処理をしても食感・風味・色が保たれます ～ 

セールスポイント 

具体的な活用場面 

◆ 常温での流通が可能となるので，広島名物のお好み焼をお土産品として手軽に持ち運べます。 

◆ 訪日外国人・観光客向けのお土産品や，海外への輸出品として，お好み焼の用途や市場が 

広がります。 

◆ 温めるだけで食べられるので，家庭の常備食としての利用も期待できます。 

発明の特徴 

◆ お好み焼の水分量を調整することで，各層の歯ごたえを残すことができます。 

◆ 卵のpHを調整することで，卵の黄色い色が保たれるので，見た目が良くなり商品力が向上します。 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 常温流通用層状食品 

出願人 広島県 

出願番号 特願2017-007017 出願日 平成29年1月18日 

公開番号 特開2018-113908 公開日 平成30年7月26日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 □可    ■不可 

問い合わせ先 食品工業技術センター TEL ０８２－２５１－７４３３ 

基本情報 

◆ 高温，高圧での殺菌（レトルト処理）による，食感，風味，色の劣化を抑えることで，常温流通可能な

お好み焼を提供することができます。 

◆ 生地，野菜，麺，肉など複数の食材の層で構成されるお好み焼の水分量を調整することで，パウチ

内での水分移行を抑え，それぞれの食材の食感が保たれます。 

※広島県は，上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

卵シート層 

生地層 

第１食材層（野菜，肉） 

第２食材層（麺） 

お好み焼の断面図 

油脂とデンプンを添加することで，

黄色い色とふんわりとした食感

を保ちます 
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専門家 

歩き方や歩行の健康度が分かる！    

専門家の診断データに基づく歩行評価 

【西部工業技術センター】 

～ センサシューズ＋歩行診断値推定技術 ～ 

セールスポイント  

発明の特長と活用場面 

発明の名称 ①歩行データ取得装置および歩行データ取得システム 

②歩行評価システムおよび歩行評価方法 

特許権者 広島県・公立大学法人 県立広島大学 

出願番号 ①特願２０１６―１４４８３３ 

②特願２０１８―０３７８１６ 

出願日 ①平成２８年 ７月２２日 

②平成３０年 ３月 ２日 

公開番号 ①特開２０１８―０１１８９０ 公開日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 □可    ■不可 

問い合わせ先 西部工業技術センター 生産技術アカデミー TEL ０８２－４２０－０５３７ 

基本情報 

※広島県は，上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

具体的な活用場面 
◆ 病院，介護予防現場 
  リハビリ訓練の評価，歩き方の健全性の評価 
  ができます。 
◆ 健康サービス，健康スポーツ業 
  歩き方の診断支援，健康度の評価ができます。 
◆ 足まわり製品の機能性開発 
  靴やスパッツ，床材等の機能が検証できます。 
 
発明の特徴 
◆ 開発したセンシング用シューズを使って，歩行時の 
  足運びや，足部の変形（曲がり）を計測します。 
◆ 専門家の診断ノウハウを織り込んだ専用ソフトによ

り歩行評価結果と各種の歩行評価パラメータを表
示できます。 

Copyright ©2017 Hiroshima Prefecture. All rights reserved. 

１）センサシューズを使った簡易で 

  詳細な歩行のセンシング 

1)詳細な足の動きを計測 2)歩行結果表示 

※図は最終ｲﾒｰｼﾞ 

２）専門家（理学療法士）の診断値 

  を推定した結果を表示 

診
断
推
定
モ
デ
ル 

診断 
データ 

センサ 
データ 

診断推定モデル 

センサ 
データ 

◆ 高齢者等の歩行の健全性を簡便に計測することができます。  

◆ センサシューズを履いて10ｍ歩くだけで，専門家の診断値に基づいた歩行評価が得られます。 

c）製造業 a）リハビリ b）健康ｻｰﾋﾞｽ 

＜用途＞ 
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びびりレス切削加工を実現！    

エンドミル加工のびびり振動予測・回避 

【西部工業技術センター】 

～ＮＣデータからのびびり振動予測とＮＣデータ修正による回避～ 

セールスポイント 

具体的な活用場面 

◆ 金型加工・部品加工メーカ 

 ・びびり振動を回避した加工を実現できます。 

 ・加工前にNCデータ，切削条件の検証ができます。 

◆ CAD/CAMメーカ，ソフトベンダ 

 ・びびり振動予測シミュレータを開発できます。 

 ・びびり振動を回避するNCデータを作成できます。 

発明の特徴 

◆ 任意の加工状態におけるびびり安定性を計算でき，工具経路追加によりびびり振動を回避できます。 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 びびり振動回避装置、びびり振動回避プログラム、およびびびり振動回避装置の制御方法 

出願人／特許権者 広島県 

出願番号 特願２０１７－０１９９１７ 出願日 平成２９年 ２月 ６日 

特許番号 特許第６３１６９９７号 登録日 平成３０年 ４月 ６日 

実施許諾実績 ■有    □無   事業化実績 ■有    □無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 ■可    □不可 

問い合わせ先 西部工業技術センター 生産技術アカデミー TEL ０８２－４２０－０５３７ 

基本情報 

◆ NCデータ（工具経路情報）からびびり安定度（びびり振動が発生するかどうかを定量的に表す指標）

を計算できます。（計算対象：エンドミル（工具）側で発生するびびり振動） 

◆ びびり振動が発生しないようにNCデータを自動修正できます。 

※広島県は，上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

エンドミル 
（工具） 

ワーク 
（被削物） 

びびり安定度Cst 計算結果 

1 

0 

2 

3 

4 

Cst 

修正前 

修正後 

加工結果 

修正前 修正後 

工具経路 

修正前 修正後 

びびり安定度を計算・可視化   
  （黄～赤：びびり発生） 

びびり発生箇所（加工結果） 
とびびり安定度が低い箇所 
（計算結果）が一致！ 

自動修正されたデータに
よりびびり振動を回避 

修正 
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金型に凹凸を付けるだけ！    

ＣＦＲＴＰのプレス成形方法 

【西部工業技術センター】 

～ 熱可塑性炭素繊維複合材料の連続繊維の乱れを制御！ ～ 

セールスポイント 

 

代表する写真 

 
（縦3.3cm、横4.4cm） 

具体的な活用場面 

◆CFRTPのUD材、クロス材のプレス成形金型へ活用できます。 

発明の特徴 

◆繊維の乱れを抑制したい部分に先行して金型を当てます。 

 （凸部を当てます） 

◆ 材料歩留まりも向上 します。 

◆ リブ立ても可能です。 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 プレス成形装置及びプレス成形品の成形方法 

特許権者 広島県 

出願番号 特願２０１２－０８１５２０ 出願日 平成２４年 ３月３０日 

特許番号 特許第５９６７６４４号 登録日 平成２８年 ７月１５日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 ■可    □不可 

問い合わせ先 西部工業技術センター 技術支援部 TEL ０８２３－７４－１１５１ 

基本情報 

◆ 金型のブランクホルダに凹凸を付けることにより繊維の乱れを制御できるようになりました。 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

ブランクホルダ 

に凹凸を付ける 

リブを形成 

繊維の乱れ（湾曲） 

ブランクホルダ付き角筒絞り金型 通常の角筒絞り 特許技術 

応用例 

ばね 

カウンターポンチ 

真っ直ぐ！ 
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え?! こんなに簡単な方法で強度をコントロールできちゃうの!!    

FRP（繊維強化樹脂）部材の締結方法 

【西部工業技術センター】 

～ 締結強度を簡便にコントロールする方法 ～ 

セールスポイント 

 

代表する写真 

 
（縦3.3cm、横4.4cm） 

発明の特徴 

◆ とても簡単！ ボルト穴にワッシャーを接着するだけです!! 

◆ 接着するワッシャーの大きさの調整により、締結強度をコントロールできます。 

◆ もちろん、普通のボルト締結と同様に脱着可能です。 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 繊維強化樹脂材料部材の締結構造 

特許権者 広島県 

出願番号 特願２０１２－０８１７９３ 出願日 平成２４年 ３月３０日 

特許番号 特許第５９０７４２２号 登録日 平成２８年 ４月 １日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 ■可    □不可 

問い合わせ先 西部工業技術センター 技術支援部 TEL ０８２３－７４－１１５１ 

◆連続繊維で強化されたFRPを、ボルト締結する場合、締結部が起点となって亀裂が発生し壊れる

ことが多々あります。この締結方法で、壊れるタイミングを調整したり、強度アップが可能です。 

  

基本情報 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

ボルト

座金

接着剤
FRP板

締結先

引張試験を実施した事例 

重要機構 
負荷 

重要機構 
過負荷 

過負荷がかかると 

破断することで 
重要機構を守ります 

具体的な活用場面 

◆ CFRP部品締結の強度アップが可能です。 

◆ロボットや産業機械の重要機構の保護にも応用できます。 
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安全に高品質の鋳鋼をフルモールド鋳造で 

加炭を制御した鋳鋼フルモールド鋳造技術 

【西部工業技術センター】 

～ 消失模型の瞬時分解、鋳鋼中の炭素量増加を抑制 ～ 

セールスポイント 

 
 

具体的な活用場面 

◆ 大型製品では、船舶のアンカー、それを格納する 

  部分のベルマウス、等の数トンから数10トン単位の 

  ものができます。 

  中型製品では、耐食性が必要な合金鋼を用いた 

  プラント配管用継手部品などができます。 

発明の特徴 

◆ 抜き勾配が不要 

◆ 注湯中に溶湯の吹きもどしがなく、作業が安全 

◆ 溶接によって割れを生じない品質を確保 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 鋳型、鋳鋼の製造方法及び鋳型の製造方法 

特許権者 広島県、コトブキ技研工業株式会社、学校法人近畿大学、日本銀砂株式会社（※本発明
は共有のため、別途協議が必要となります。） 

出願番号 特願２０１１－２７０３２１ 出願日 平成２３年１２月 ９日 

特許番号 特許第５８５８３８２号 登録日 平成２７年１２月２５日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

技術指導 ■可    □不可 サンプル提供 □可    ■不可 

問い合わせ先 西部工業技術センター 技術支援部 TEL ０８２３－７４－１１５１ 

◆消失模型を瞬時に分解・燃焼し、排出 

 

◆製品中の炭素量の増加を抑制 

 

◆ガス欠陥、炭素偏析による不良低減 

 

◆溶接によって割れを生じない品質を確保 

 

◆注湯中に溶湯の吹き返しが発生しません 

 

◆鋳造作業者の安全性を確保 

基本情報 

◆ 外気導入口から消失模型内部に空気を送り込むことにより、消失模型は溶湯の熱で瞬時に分解し、

ガス化燃焼させることができます。発生したガスや煤は空気の流れにより排出口に運ばれ、鋳鋼

中の炭素量の増加を防ぐことができます。 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 
24 
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内面をダイヤモンドで保護    

ダイヤモンド被膜体，ダイヤモンド 
被膜部品及びそれらの製造方法 

【西部工業技術センター】 

～ 細管等の内面をダイヤモンドで保護して長寿命化 ～ 

セールスポイント 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 ダイヤモンド被膜体、ダイヤモンド被膜部品及びそれらの製造方法 

特許権者 広島県 

出願番号 特願２０１３－０２６２６６ 出願日 平成２５年２月１４日 

特許番号 特許第６１４９２７２号 登録日 平成２９年６月 ２日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 □可    ■不可 

問い合わせ先 西部工業技術センター 技術支援部 TEL ０８２３－７４－１１５１ 

基本情報 

※広島県は，上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

◆ 本発明では，細管やノズル等の内面を，ダイヤモンドで補強して耐摩耗性・耐腐食性を上げることに

より，部品の長寿命化が可能になりました。 

◆ 従来技術では，細管やノズル等の内面にダイヤモンドをコーティングすることは不可能ですが，部品

の内面形状にならった中空ダイヤモンド被膜体を作製して装着することにより，解決しました。 

◆ 中空ダイヤモンドの自立体を作製するには，多大な時間と手間とコストがかかりますが，ダイヤモン

ドの外周部をめっきで補強することにより，比較的簡単に中空ダイヤモンド被膜体（中空ダイヤモン

ドチューブ）を作製できるようになりました。 

中空ダイヤモンドチューブ 

50 mm 

具体的な活用場面 

◆ 高圧水の噴射部（ノズル）など 

◆ 管の屈曲部，しぼり部など 

発明の特徴 

◆ 細管等内面のダイヤモンドによる補強が可能 

◆ 作製が比較的容易 

細管 

しぼり部 

断面写真 ダイヤモンド(C) めっき(Ni) 

①ダイヤモンド
薄膜合成 ②Niめっき ③Ta線除去 ④ろう付け

Bﾄﾞｰﾌﾟﾀﾞｲﾔタンタル線 Niめっき Niめっき 銀ろう

作り方 

ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ 
被膜体 

部品（模擬） 

ろう付部 
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立木状態のまま曲がりの判定を行う    

採材支援装置および制御プログラム 

【西部工業技術センター】 

～ 採材シミュレーションソフトウェア ～ 

セールスポイント 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 採材支援装置および制御プログラム 

出願人 広島県 

出願番号 ①特願２０１５－１５２８３２ 

②特願２０１８－００４５２５ 

出願日 ①平成２７年 ７月３１日 

②平成３０年 １月１５日 

特許番号 ①特許第６３００２１１号 

②特許第６３１７０５２号 

登録日 ①平成３０年 ３月 ９日 

②平成３０年 ４月 ６日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提
供 

□可    ■不可 

問い合わせ先 西部工業技術センター 生産技術アカデミー TEL ０８２－４２０－０５３７ 

基本情報 

※広島県は，上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

三次元レーザースキャナで測定した森林の点群データから立木一本ずつのデータを取り出し，採材（立
木を伐り倒して丸太に切り分ける作業）前の段階で木材の最大矢高（曲がり具合）を計算する手法を開
発しました。 

曲がり等級区分 

立木リングデータ 採材シミュレーションソフトウェア 

具体的な活用場面 

 林業事業体等における森林の品質管理，在庫管理が可能です。 

森林の点群データ 

立木のまま曲がりの等級区分を取得することができ，伐採前に森林全体の品質管理が可能です。 

材長の設定等 

株式会社woodinfoの点群解析システムDigital 
Forest®より 

 最大矢高の計算方法は伐採現場に合わせた４つの計算モード 

発明の特徴 

① 標準モード 

 丸太の長さを一律に決めて採材し，それぞれの

曲がり区分を判定 

  

② 直材優先モード 

一般材の丸太の直材を多く採材する方法の計算 

 

 実際に測定した結果との高い整合性 

③長尺材優先モード 

規格外の長尺材丸太を探す方法 

 公共・大規模建築向けの特殊用途に応じた独自の曲り基

準（規格外）により高価格と想定されるものを探索することが

可能 

④ 最適採材モード（別ソフト） 

 丸太の価値が最も高くなる採材方法の計算 

（北広島町有林） 

26 
Copyright ©2019 Hiroshima Prefecture. All rights reserved. 



ロボットの自律的な動作をアシスト！    

コンプライアンスデバイス 

【西部工業技術センター】 

～ ロボット用の小型衝撃吸収・倣い機構 ～ 

セールスポイント  ◆ロボットの手先に取付け，衝突による非常停止を回避します。 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 ①コンプライアンスデバイス ／ ②エンドエフェクタ 

特許権者 広島県 

出願番号 ①特願２０１５－１８３８６９ 

②特願２０１５－２０２８４８ 

出願日 ①平成２７年 ９月１７日 

②平成２７年１０月１４日 

特許番号①② ①特許第６２８４１２９号 

②特許第６１６４４３４号 

登録日①② ①平成３０年 ２月 ９日 

②平成２９年 ６月３０日 

実施許諾実績 ■有    □無   事業化実績 □有    ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 ■可    □不可 

問い合わせ先 西部工業技術センター 生産技術アカデミー TEL ０８２－４２０－０５３７ 

基本情報 

◆本機をロボットの手先に取り付けて， 接触相手に倣って変形しつつ，衝撃を大幅緩和させます。  

※広島県は，上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

ロボット側の 
ソフトウエア 

ハードウエア 

【課題】 ロボットに衝突発生 

    ⇒非常停止 

【従来技術】 荷重制御等⇒設定が煩雑，センサが高価！ 

【本技術】 衝撃緩和の機構 
  

具体的な活用事例 

◆加工現場保有メーカ 

 ・ぎりぎり接触しない追い込んだロボット動作を実施可能です。 

 ・衝撃吸収により，衝突等を再現しても被害がでません。 

◆組立現場保有メーカ 

 ・接触相手に倣う機能が，組付け作業に有効に働きます。 

発明の特徴 

◆当たりの強さを調整できます（①，②型）。 

◆安心して余分な押し込み動作ができます（①，②型）。 

◆シリンダ式は，センサで衝突感知できます（②型）。  
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高速高温で緻密なコーティング  

厚い窒化アルミニウム皮膜 

【東部工業技術センター】 

～ 爆発を利用した高融点材料コーティング  ～ 

セールスポイント 

具体的な活用場面 

◆保護皮膜の薄膜化・高機能化 

  半導体製造装置用耐プラズマ部品，静電チャックや絶縁

基板などへ利用できます。（省資源・省エネルギー化，耐

摩耗性・耐食性・熱伝導率の向上など） 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 窒化アルミニウムの皮膜製造方法及びその方法により製造される窒化アルミニウム皮膜 

出願人 広島県，国立大学法人広島大学，マイメタリコン株式会社，鈴木精工株式会社，関西テ
クノサポート（※本発明は共有のため、別途協議が必要となります。） 

出願番号 特願２０１５－２００２５３ 出願日 平成２７年１０月 ８日 

公開番号 特開２０１７－０７１８３５ 公開日 平成２８年 ４月１３日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 ■可    □不可 

問い合わせ先 東部工業技術センター TEL ０８４－９３１－２４０２ 

基本情報 

◆数十μmの厚さで窒化アルミニウム率96％，気孔率0.6%の窒化アルミニウム溶射皮膜を作製できます。  

（従来は数μmの厚さ） 

◆金属やセラミックスに窒化アルミニウムをコーティング可能です。 

◆表面抵抗率1011Ω/sq(絶縁性有），密着力６～11MPaです。 

皮
膜

 

50μm 5μm 

※広島県は，上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

基材 

＜窒化アルミニウムの特徴＞ 

  高い熱伝導性、熱衝撃性、 

  電気絶縁性、低い熱膨張率 

皮膜の断面状態 皮膜断面の拡大写真 

一体成型から溶射化へ 
～必要な箇所への表面処理～ 

基材

溶射皮膜層 
一体成型 

焼結品 発明の特徴 

◆溶射化 

  焼結により製造されている窒化アルミニウム部品を，形状 

  やサイズに制限のない溶射に変更可能。再溶射化により，補修も可能になり経済的。 
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新商品開発、製造現場で事業化実績のある技術を 
お求めの方へ 

工業、食品、保健環境編 
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白濁による目視判定 
ノロウイルスが検出されると白く濁ります 

出荷前検査で広島カキの安全・安心向上    

ノロウイルスの高感度・迅速検出法 

【保健環境センター】 

～ カキのノロウイルスを出荷前に検査できます ～ 

セールスポイント 

具体的な活用場面 

◆ カキ加工場での検査技術導入により、出荷前に

ノロウイルスの有無が判明します。 

発明の特徴 

◆ 遺伝子を取り出す工程と遺伝子を検出する工程

の短縮により、短時間（５時間）で検査できます。 

◆ 従来法と同等の検出感度があり、カキ１個あたり

100個のノロウイルスがあれば検出できます。  

◆ 高額な検査装置を必要とせず、反応液の濁りを

見るだけで容易に判定できます。 

発明の特長と活用場面 

基本情報 

◆ 出荷前に検査結果が判明するので 

  「安全性の高いカキ」を出荷することができます。 

◆ １ロットあたりの検査コスト（カキ３個）は約 23,200 円です。 

項目 開発法 従来法

時間 ５時間 ２～３日

精度
カキ１個あたり

ノロウイルス100個
カキ１個あたり

ノロウイルス100個

操作性 ○ △

高額機械 不要 要

判定性
容易

（反応液の濁りの有無）
経験要

（増幅遺伝子の有無と長さ）

表　開発法と従来法の比較

発明の名称 ノロウイルスの簡易高感度検出法 

特許権者 広島県 

出願番号 特願２００８－０９００１３ 出願日 平成２０年 ３月３１日 

特許番号 特許第５３２８０１０号 登録日 平成２５年 ８月 ２日 

実施許諾実績 ■有（３件）□無   事業化実績 ■有（３件）□無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 □可    ■不可 

問い合わせ先 保健環境センター 総務企画部 TEL ０８２－２５５－７１３１ 

× × × × × 〇 〇 

生産・出荷・ 
流通の流れ 

水
揚
げ 

加  

工 

出  

荷 

流  

通 

消
費
期
限 

２～３日間 従来検査法 検査結果がでるのは出荷後 

５時間 短時間で結果判明 （出荷前検査が可能） 開発法 

◆ ノロウイルスの有無を５時間（従来法２～３日）で判定することができます。 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

※本発明の実施には、第三者の特許権のライセンスを受ける必要があります。 
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水質分析を簡単かつ高速化！ 

水質分析の超高速前処理法 

【保健環境センター】 

セールスポイント 

具体的な活用場面 

 排水の自主管理など分析回数が多く、少しでも時間を短縮したい場面や、水質汚染事故など迅

速な水の分析が必要な場面での活用が想定されます。 

発明の特徴 

 ① 塩や水を「量る」、② 抽出溶媒を「加える」、③ 抽出容器を「振とうする」、④ 付属の膜で「ろ過

する」の４つの工程だけで、誰でも簡単に分析試料を作製できます。 

発明の特長と活用場面 

基本情報 

発明の名称 分析試料作成装置、及び分析試料作成装置の使用方法 

特許権者 広島県 

出願番号 特願２０１３－００７３００ 出願日 平成２５年 １月１８日 

特許番号 特許第５８９６３０５号 登録日 平成２８年 ３月１１日 

実施許諾実績 ■有(１件) □無   事業化実績 ■有(１件) □無   

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 □可    ■不可 

問い合わせ先 保健環境センター 総務企画部 TEL ０８２－２５５－７１３１ 

～ 有機化学物質の抽出・分離・脱水が10分程度で可能！ ～ 

◆ 「農薬など有機化学物質の分析時間を大幅に短縮」することができます。 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

← 疎水性膜 → 

下向きろ過タイプもあります 

※ 溶媒の比重によって使い分けます。 

分析用容器に注ぐ 

抽出溶媒 

塩 
分析する水 

① 量る   ② 加える   ③ 振とうする ④ フタを取替え 
   ろ過する 

疎水性膜 

抽出溶媒  超高速前処理法の流れ （イメージ図） 

抽出容器 

化学物質が 
この中に 

分析機器へ 

押す 

開発法 

従来法 前処理 ４～５時間 採取 測定 

前処理が１０分程度に短縮 

解析 

採取 測定 解析 

 環境水の分析では、ほとんどの農薬を水質の基準値、指針値以下の濃度まで測定できます。 

 従来は4～5時間かかっていた分析試料の前処理が、この技術により10分程度に短縮できます。 
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食材に酵素を急速導入！    

食材内に酵素を急速導入する凍結含浸法 

【食品工業技術センター】 

～ 酵素を導入して見た目はそのまま軟らかく ～ 

セールスポイント 

具体的な活用場面 

◆ 野菜にペクチナーゼ、肉・魚にプロテアーゼを導入すると、

見た目そのままに、舌でつぶせる軟らかさに調整できます。 

◆ 従来の刻み食や流動食とは違った食材本来の見た目で食

欲が湧く、画期的な高齢者・介護用食品を製造できます。 

◆ 食材と酵素の組合せにより、機能性食品の製造技術として

も利用できます。大豆にプロテアーゼを導入すると、ペプチ

ド豊富な機能性大豆を製造できます。 

発明の特徴 

◆ 酵素と同時に調味料や栄養成分も簡単に導入できます。 

◆ 「凍結含浸法」は６つの特許から構成される広島県独自の

特許技術です。中国や欧州でも権利化されています。 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 植物組織への酵素急速導入法、他５件 

特許権者 広島県 

出願番号 特願２００２－０９０５３５ 出願日 平成１４年 ３月２８日 

特許番号 特許第３６８６９１２号 登録日 平成１７年 ６月１７日 

実施許諾実績 ■有    □無   事業化実績 ■有    □無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 □可    ■不可 

問い合わせ先 食品工業技術センター 技術支援部 TEL ０８２－２５１－７４３３ 

基本情報 

◆ 解凍食材を酵素液につけて減圧処理すると、わずか５分程度の短時間で酵素を導入できます。 

◆ 食材の見た目はそのままに、食材の内部で酵素反応を行うことができます。 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

ニンジン丸ごと 

豚肉ステーキ 

凍 結 

ブランチング 

解 凍 

減 圧 

酵素反応 

加熱（酵素失活） 

凍結含浸食材 

【製造工程】 

空気 

酵素 

細
胞 

外皮 
空気と酵素を急速置換 

減圧状態 

解凍食材 

真空ポンプ 

酵素液 

５分で 
急速含浸 
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汚れを噴き飛ばしてキレイな視界    

機上工具観察システムの汚れ防止法 

【東部工業技術センター】 

～加工機上での工具観察を実現～ 

セールスポイント 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 観察窓の汚れ防止装置 

特許権者 広島県 

出願番号 特願２０１４－００９５６６ 出願日 平成２６年 １月２２日 

特許番号 特許第５８９５２６３号 登録日 平成２８年 ３月１１日 

実施許諾実績 ■有（１件）□無   事業化実績 □有    ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 □可    ■不可 

問い合わせ先 東部工業技術センター 技術支援部 TEL ０８４－９３１－２４０２ 

基本情報 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

携帯端末 

噴き出し口 

整流材 

観察窓 

圧縮空気の 
供給口 

：圧縮空気 
 の流れ 

レンズ 

カメラ 

◆ カメラの視界を遮る汚れを吹き飛ばし、観察窓に付着するのを防ぐための機構です。 

◆ 高圧で供給される圧縮空気を、観察窓の前方に噴出する一様な空気の流れに変換します。 

◆  レンズ周りの空間活用で、コンパクトな設計が可能です。 

◆ 粉塵や油滴などが舞う過酷な環境下で使用する監視カメラの観察窓の汚れを防止できます。 

  東部工業技術センターで開発した機上工具観察システム（加工機内に設置する回転工具の撮  

  影装置）の防汚機構として開発しました。 

機上工具観察システム 汚れ防止機構 

具体的な活用場面 

◆ 本発明は、過酷な環境下で使用するカメラへ 

  の適用を提案します。 

発明の特徴 

◆ 本発明を適用した機上工具観察システムは 

  自動で工具の刃先写真をデータベース化し 

  遠隔地からの加工状態監視を実現します。 
機上工具観察システムへの適用例 
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高精度な切削加工を実現！    

工具のたわみによる加工誤差を予測・補正 

【西部工業技術センター】 

～ 工具たわみによる加工誤差の高速・高精度予測 ～ 

セールスポイント 

◆ この例では、加工誤差：最大42μmから最大4μm（本技術）に低減しました。 

 高精度加工により、加工後の修正時間を削減し、コスト低減、時間短縮が見込まれます。 

従来技術 

・工具のたわみにより 

 加工誤差が発生 

本技術  

①加工誤差を予測 

②誤差を見込んだ加工 

→高精度加工が可能 

加工面 加工誤差発生 

目標形状 
たわみ 

工具 

加工面 加工誤差≒0 

目標形状 

20μm

目標形状

元のNCデータ

開発したシステムで

修正したデータ

加工誤差の測定例 

本技術 
（誤差最大値： 

4μm） 

従来技術 
（誤差最大値：

42μm） 

目標形状 

◆ この例では、加工誤差：最大49μm（従来技術①）が最大7μm（本技術）に低減しました。 

工具が摩耗→工具切れ味の低下→切削力増大 

→工具たわみ増大→加工誤差増大 

加工誤差 
測定箇所 

従来技術①

（補正無） 

従来技術② 

（摩耗考慮無し補正） 

本技術 

（摩耗考慮補正） 加工誤差の測定箇所 

加工誤差の測定結果 

◆工具摩耗も考慮して加工誤差を予測し、加工ができます。 

◆予測した加工誤差に基づいて誤差を見込んだ加工ができます。 

◆切削加工中の工具のたわみによる加工誤差を予測できます。 

加工誤差大 

加工誤差小 

◆ 加工前に、高精度加工が可能な切削条件、ＮＣデータを検討できます。 
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従来技術 

本技術 

発明の特長と活用場面 

具体的な活用事例 

  ◆ 金型加工・切削加工メーカ 

  ・切削条件、加工プログラム（NCデータ）の検証ができます。 

  ・高精度な金型・部品を製作できます。 

  ・工具交換のタイミングを検討できます。 

 ◆ CAD/CAMメーカ、ソフトベンダ 

・切削シミュレーション（加工誤差予測）が可能になります。 

  ・高精度加工が可能なNCデータを作成できます。 

発明の特徴 

 ◆ コンピュータに内蔵されているGPU（グラフィックスハード 

   ウェア）の描画機能を用いて、加工誤差を高速に計算 

   →CPUに対して大幅な高速化を実現 

 ◆ 工具切れ刃位置毎の切削長を計算 

   →切削長に基づいて切削力の増大量を計算 

 ◆ 正確な工具たわみ計算による高精度予測を実現 

   （工具たわみによる切削力への影響を考慮） 

発明の名称 ①加工誤差予測のためのコンピュータプログラム、加工誤差予測装置およびその予測結果 
 に基づいて工具経路を修正する装置 

②加工誤差予測方法、加工誤差予測装置、工具経路修正方法及び工具経路修正装置 

③加工誤差予測方法、プログラムおよび加工誤差予測装置 

特許権者 ①広島県、国立大学法人埼玉大学（共有者は第三者への実施許諾を了承済み） 

②広島県 

③広島県 

出願番号 ①特願２００９－０８３２１６ 

②特願２０１１－１９０５９１ 

③特願２０１５－１０１３８９ 

出願日 ①平成２１年 ３月３０日 

②平成２３年 ９月 １日 

③平成２７年 ５月１８日 

特許番号 ①特許第５３０９２８８号 

②特許第５８０４３６７号 

③特許第６１７６６１７号 

登録日 ①平成２５年 ７月１２日 

②平成２７年 ９月１１日 

③平成２９年 ７月２１日 

実施許諾実績 ■有 □無   事業化実績 ■有 □無 

共同研究 ■要相談 □不可 サンプル提供 ■可 □不可 

問い合わせ先 西部工業技術センター 生産技術アカデミー TEL ０８２－４２０－０５３７ 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

基本情報 

切れ刃位置毎の切削長を計算 

工具 

切
削
長 

工具切れ刃位置 
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将来の商品開発、事業化アイデアをお探しの方へ 

農林水産編 
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表面に難燃薬剤が染み出さない不燃化木材    

木材の不燃化処理技術 

【林業技術センター】 

～ 不燃化木材の難燃薬剤の表面析出を抑制 ～ 

セールスポイント 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 木質材料の難燃化処理方法及び木質防火材 

特許権者 広島県 

出願番号 特願２０１０-２７５２２５  出願日 平成２２年１２月１０日 

特許番号 特許第５７２９７１８号 登録日 平成２７年 ４月１７日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

技術指導 ■可    □不可 サンプル提供 □可    ■不可 

問い合わせ先 林業技術センター 技術支援部 TEL ０８２４－６３－０８９７ 

基本情報 減圧加圧注入機 

木材表面の電子顕微鏡画像 

◆ 木材の不燃化のために利用する難燃薬剤の木材表面への染み出しを大幅に低減することができます。 

具体的な活用場面 

◆ 木材の木目を活かした防火内装材の製造が可能です。 

◆ 公共施設等での利用が期待されます。 

発明の特徴 

◆ 難燃薬剤の注入は減圧加圧注入機で行いますが、表面析出 

   抑制には特殊な装置は必要ありません。 

表面析出した木材 

染み出した薬剤の塊 薬剤の塊が見られない 

表面析出が抑制された木材 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

◆ 一般に、木材の不燃化のために難燃薬剤が注入されています。しかし、注入後に薬剤が表面に 

  染み出し、処理した木材の表面が白くなるという問題を抱えています。 

◆ 発明した技術により、薬剤の表面への染み出しを大幅に低減することができます。 
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農林水産編 

製造・作業工程の改善や商品等の改良をご検討の方へ 
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深紫外LEDの新たな活用法    

紫外線でトマトウイルス病抑制 

【農業技術センター】 

～ ウイルス病害防除の新技術 ～ 

セールスポイント 

 

代表する写真 

 
（縦3.3cm，横4.4cm） 

具体的な活用場面 

◆ トマト苗の育苗装置，植物工場での使用 

 

発明の特徴 

◆ 農薬での防除が困難であったトマト苗の 

  ウイルス病の発病抑制に効果 

◆ 1日あたり0.7～1.4kJ/㎡の照射量で効果を発揮 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 トマト育苗方法，育苗装置及び植物工場 

特許権者 広島県 

出願番号 特願２０１４－１３１１５４ 出願日 平成２６年 ６月２６日 

特許番号 特許第６２１７９８０ 登録日 平成２９年１０月 ６日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 □可    ■不可 

問い合わせ先 農業技術センター 技術支援部 TEL ０８２－４２９－０５２２ 

基本情報 

◆ 紫外線をトマト苗に照射するだけで，作物のウイルス病の発病を抑制できる技術です。 

◆ 媒介昆虫や作業者の手指を介して感染し，農薬が効かないため，防除が困難とされてきた 

  トマト苗の「ウイルス病」の発病を抑制することができます。 

◆ 280～290nmの波長を含む紫外線を1日あたり0.7～1.4kJ/m2，トマト苗に照射するだけで， 

  効果があります。 

◆ 照射する紫外線は，トマト苗に黄化，えそ及び株のわい化といった強い障害を与える波長域 

  （UV‐C）を含みません。 

 

 

※広島県は，上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

紫外線照射 無照射 
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畜産業に貢献するＩＣＴ技術    

そしゃく行動モニタリング装置 

【畜産技術センター】 

～ 反すう家畜の食行動を容易に把握 ～ 

セールスポイント 

具体的な活用場面 

◆ 家畜研究現場では，採食速度や そしゃく回数から飼料

の質を評価できます。飼育条件による，家畜の食行動

の変化を調査できます。 

発明の特徴 

◆ 家畜の食行動は，無線送信機能を備えた小型のヘッド

ハーネス型モニターで捉えます。 

◆ 食行動解析システム（パソコン）で食行動を分析し，自

動で「採食」，「反すう」，「飲水」に識別します。 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 ①反芻動物管理装置 ②反芻動物管理方法  
③反芻動物の分娩情報検知システムおよび分娩情報検知方法 

特許権者 広島県 

出願番号 ①特願２００９－２６０５２１ 
②特願２０１４－２４３４５０ 
③特願２０１５－１８４３０２ 

出願日 
 

①平成２１年１１月１３日 
②平成２６年１２月 １日 
③平成２７年 ９月１７日 

特許番号①，② 
公開番号③ 

①特許第５６８８５９７号 
②特許第６１９７２５０号 
③特開２０１７－５５７２２号 

登録日①，② 
公開日③ 

①平成２７年 ２月 ６日 
②平成２９年 ９月 １日 
③平成２９年 ３月２３日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 □可    ■不可 

問い合わせ先 畜産技術センター 技術支援部 TEL ０８２４－７４－０３３２ 

 

  

基本情報 

◆ 研究現場・生産現場において，家畜の観察は重要ですが困難な作業です。「そしゃく行動モニタリ

ング装置」は，家畜観察の困難さを解消します。 

※広島県は，上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

 

 
家畜研究・家畜生産現場における活用 

家畜飼料学分野 家畜行動学分野 

和牛生産 牛乳生産 

◆ 家畜にストレスを与えることなく，同時に複数の家畜の食行動を把握することができます。 

◆ 家畜の繁殖管理や健康状態の把握など，家畜生産を支えるツールとしての活用方法を開発する

予定です。 共同開発希望者を募集中です。 
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安全な生殖医療の実現に貢献！！    

生殖細胞のガラス化保存器具 

【畜産技術センター】 

～ 生存性の高い生殖細胞を衛生的に保存 ～ 

セールスポイント 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 生殖細胞保存用具及び生殖細胞のガラス化保存方法 

出願人 広島県 

出願番号 特願２０１４－２６６２３７ 出願日 平成２６年１２月２６日 

公開番号 特開２０１６－１２４８１９ 公開日 平成２８年 ７月１１日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 □可    ■不可 

問い合わせ先 畜産技術センター 技術支援部 TEL ０８２４－７４－０３３２ 

基本情報 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

◆卵や胚などの生殖細胞を、急速に  

  冷却（ガラス化）し、保存する機具 

  です。 

◆ガラス化により、生存性の高い生 

  殖細胞の保存が可能です。 

◆生殖細胞が冷却材（液体窒素）に 

  接触しない構造なので、冷却材中 

  に混在する細菌などによる汚染リ 

  スクを回避できます。 

◆衛生的な医療を提供することにより、 

  安心安全な不妊治療を実現します！ 

具体的な活用場面 

◆ヒトの不妊治療における、生殖細胞の保存に活用できます。  

 再生医療の分野でも、細胞保存への活用が期待されます。 

発明の特徴 

◆ガラス化器具と冷却器のセットです。 

◆ガラス化器具は、先端にスリットが供えられた細管で、ス 

  リット部に生殖細胞を載せてガラス化保存します。 

◆冷却器は、テーパ上の細管で片方が密封されており、液体 

  窒素が侵入しない構造です。 

◆ガラス化器具のスリット部は、冷却器のテーパ部に到達す 

  ると、径が縮み冷却器内壁と密着します。これにより、生殖 

  細胞の急速な冷却を実現します。 
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住宅を強くする    

木質ラーメン構造体及びその施工方法 

【林業技術センター】 

～ 金物を表面に埋め込みラーメン構造接合部を強くする方法 ～ 

セールスポイント 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 ①木質ラーメン構造体の施工方法 

②木質ラーメン構造体、及びその木質ラーメン構造体の補強金具 

特許権者①出願人② ①②広島県 

出願番号 ①特願２０１４－２５２７０２ 

②特願２０１５－１５６６３７ 

出願日 ①平成２６年１２月１５日 

②平成２７年 ８月 ７日 

特許番号 ①特許第５８３４３７６号 

②特許第６４２９２３９号 

登録日 ①平成２７年１１月１３日 

②平成３０年１１月 ９日 

実施許諾実績 □有    ■無   事業化実績 □有    ■無 

技術指導 ■可    □不可 サンプル提供 ■可    □不可 

問い合わせ先 林業技術センター 技術支援部 TEL ０８２４－６３－０８９７ 

基本情報 

◆ 押しても引いてもズレても、ききめがありま

す。 

Ｉ 型金具埋め込み 

接着剤充填 
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1/200rad時 1/150rad時 1/120rad時 最大荷重

荷
重

kN

変形小 最大変形

従来金物

従来金物+特許方法具体的な活用場面 

◆ ラーメン構造で間取りの自由を確保します。 

発明の特徴 

◆ 土台-柱、柱-梁の接合部を粘り強く補強します。 

◆ 大きな木材の接合部補強では1か所あたり2,000円

程度のコストを想定していますが、構造により異なり

ますのでご相談ください。 

 

この接合部を強くする 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

◆ 接合部に溝を加工して金物を埋め込んで樹脂充填するだけで、接合強度を高めることができます。 

溝 加 工 
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新商品開発、製造現場で事業化実績のある技術を 
お求めの方へ 

農林水産編 
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同じ株で何年も収穫！    

イチゴ「株据置栽培」 

【農業技術センター】 

～ 収穫終了した生産株をベッドに据え置き、次作にも利用 ～ 

セールスポイント 

 

代表する写真 

 
（縦3.3cm、横4.4cm） 

◆ 高設栽培を前提とした技術です。高設栽培を導入している生産者では新たな資材等は不要です。 

◆ 初年目は芽の伸長方向を栽培ベッドの長辺方向に定植します。 

◆ ５月上旬～６月上旬に窒素中断を開始します。  ◆ ２年目以降は１株あたり2芽で管理します。 

◆ 花芽分化を確認したら、施肥を再開します。    ◆ イチゴ生産者に導入されています。 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 イチゴの株据置栽培方法 

特許権者 広島県 

出願番号 特願２００３－３４３１５０ 出願日 平成１５年１０月 １日 

特許番号 特許第３８０９４７５号 登録日 平成１８年 ６月 ２日 

実施許諾実績 ■有（３件）□無   事業化実績 ■有（３件）□無 

技術指導 ■可    □不可 サンプル提供 □可    ■不可 

問い合わせ先 農業技術センター 技術支援部 TEL ０８２－４２９－０５２２ 

基本情報 

◆育苗を省略でき、夏季の作業時間を1/3に削減できます。 ◆収量は慣行栽培と同等です。 

◆適切な栽培管理により、 早期に花芽分化し、11月から収穫が可能になります。 

収穫期の据置株 

窒素中断 

施肥期間 施肥期間 窒素中断 
（かん水だけ） 

株の抜き取り処分 

次作の準備 

初年目 株据置栽培 

株を抜き取らず 

据え置く 
慣
行
栽
培 収穫期間 収穫期間 

株据置栽培体系 

月 ～5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月～ 

作 

型 

 

収穫 

 

収穫終了 

据え置き 

  
 

花芽分化 
  

 

収穫 

施肥期間 
窒素中断期間 
（かん水だけ） 

施肥期間 主 

な 

管 

理 

○収穫 ○窒素中断 

○株整理 

○ランナー・古葉除去 

○寒冷紗被覆 

○花芽確認 

○施肥開始 

○株整理 

○寒冷紗除去 

○蜂搬入  ○収穫 

防 

除 

  うどんこ病重点防除         うどんこ病（定期防除） 

  ハダニ重点防除        ヨトウ類  ハダニ・アブラムシ類 

 初年目の定植 

芽の方向 

栽培ベッドの長辺方向に 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありませ

ん。 

◆ 果実の収穫が終わった株を抜き取らずにそのまま栽培ベッドに据え置いて、次作もその株から果

実を収穫できます。 
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母茎とするアスパラガスを 
45°の角度まで 
押し倒す 

アスパラガスを立ち姿で楽に効率よく収穫！ 

【農業技術センター】 

～ 見つけやすく、採りやすい母茎地際押し倒し法 ～ 

セールスポイント 

◆ 特徴や留意点の説明 

◆ ・・・・・・ 

◆ 具体的な活用事例 

◆ ・・・・・・ 

発明の名称 アスパラガスの若茎の誘引方法およびそれに用いる誘引具 

特許権者 広島県 

出願番号 特願２００７－０６６９７３ 出願日 平成１９年 ３月１５日 

特許番号 特許第４９４１９３０号 登録日 平成２４年 ３月 ９日 

実施許諾実績 ■有（２件）□無   事業化実績 ■有（２件）□無 

技術指導 ■可    □不可 サンプル提供 □可    ■不可 

問い合わせ先 農業技術センター 技術支援部 TEL ０８２－４２９－０５２２ 

◆ 収穫するアスパラガスを 
  見つけ易く、採り易いです。 
◆ 柄の長い収穫ハサミを 
  効率よく利用できます。 
◆ 腰の負担を軽減できます。 

◆ 従来は・・・ 

慣行の栽培状況 

立茎位置 

発明の特長と活用場面 

   1～2日後に地際まで 
        押し倒す 

◆ 長柄収穫ハサミとの組み合わせで楽に効率よく収穫できます！ 

◆ 側枝が垂れ下がり、 

  若茎を見つけ難い 

◆ 母茎群落内にもぐり込む 

  中腰姿勢で収穫 

◆ 腰の負担大！ 

基本情報 

◆ 通路が広い圃場では、収穫するアスパラガスに直射日光が当たり、品質低下が生じることがあります。 
◆ 押し倒し資材（U字型資材・U字型ピン）に約19万円/10aの費用がかかります。 
◆ 慣行栽培で柄の長い電動式収穫ハサミを利用した場合に比べて、立茎後の収穫作業が最大で63時間 
  /10a短縮されます（※別途、母茎の押し倒し・枝管理等に48時間程度必要です）。 

U字型ピン 

U字型資材 

長柄収穫ハサミ 

収穫位置 

アスパラガス収穫を楽に！ 

長柄電動式収穫ハサミ 

通路の狭い既存圃場では隣り合う2畝の母茎を 

向い合わせに押し倒し、作業通路を確保する。 

作業通路 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

◆ 長柄収穫ハサミの利用に適した栽培法です！  

慣行立茎栽培で長柄収穫ハサミを利用する場合、母茎の垂下した側枝が支障となり、畝上の若茎の 

視認や採取が難しいですが、母茎と若茎の萌芽位置を分離できるので効率的に収穫できます。  

アスパラガス 

母茎地際押し倒し法 
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4.5 5.1 5.6 

0

2

4

6

8

無遮光 遮光 自動調光 

トマトの可販果収量（㎏/株） 

ハウス栽培の暑さ対策でお悩みの方に！ 

ハウス内の光環境を適正化する自動調光技術 

【農業技術センター】 

～ 天候に合わせて遮光資材を自動開閉 ～ 

セールスポイント 

具体的な活用場面 

◆  地域：夏季が高温、強日射となる地域 

◆  品目：トマト、ネギ、イチゴ、軟弱野菜等 

◆  既存のパイプハウス，重装備のガラスハウス   

   など 

発明の特徴 

◆ 技術は，制御部と駆動部で構成します。 

◆ 制御部は，品目に応じて遮光資材を開閉 

  する光強度と感知間隔が設定可能です。 

◆ 駆動部は，既存設備を活用可能です。 

◆ 制御部は，県内企業が製造・販売中です。 

  商品名「日射操作くん」(株)大信産業 

  （尾道市美ノ郷町TEL：0848-38-2612） 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 ①トマト栽培用自動調光制御方法およびその装置 

②ハウス栽培制御装置及び方法 

特許権者 広島県 

出願番号 ①特願２０１５－６４０７２ 

②特願２０１７－５０６３ 

出願日 ①平成２７年３月２６日 

②平成２９年１月１６日 

特許番号 ①特許第６２１０３８４号 

②特許第６２５２９５９ 

登録日 ①平成２９年９月２２日 

②平成２９年１２月８日 

実施許諾実績 ■有（１件）□無   事業化実績 ■有（１件）□無 

共同研究 ■要相談  □不可 サンプル提供 ■要相談    □不可 

問い合わせ先 農業技術センター 技術支援部 TEL ０８２－４２９－０５２２ 

基本情報 

※広島県は，上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

◆ 天候に合わせて遮光資材を自動開閉できます。 

◆ 栽培品目に応じた遮光制御ができます。 

◆ 晴天時は，作業者や植物の体温を約3℃低下し

ます。 

◆ 曇雨天時は，光不足による徒長を防止します。 

◆ 夏秋トマト栽培では可販果収量が増加します。 

◆ 夏イチゴや水耕ネギ栽培など暑さ対策が必要な

ハウス栽培でも摘要できます。 
 【 2013 東広島市】 

制御盤 

日射量 

センサー 

  

制御部 

モーター 

遮光資材 

駆動部 

【日射操作くん】 

強日射を
和らげる

遮光

高温を
回避

無遮光

日射を取り込む

自動開閉

遮光資材

46 
Copyright ©2019 Hiroshima Prefecture. All rights reserved. 



家畜飼料のサンプリングに最適！    

畜産飼料の成分分析用試料採取機 

【畜産技術センター】 

～ ロールベールから簡便正確にサンプリングできる ～ 

セールスポイント 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 畜産飼料用ドリル式コアサンプラー 

特許権者 広島県 

出願番号 特願２００６－２９８０５９ 出願日 平成１８年１１月 １日 

特許番号 特許第４４４８９８４号 登録日 平成２２年 ２月 ５日 

実施許諾実績 ■有（１件）□無   事業化実績 ■有（１件）□無 

技術指導 ■可    □不可 サンプル提供 ■可    □不可 

問い合わせ先 畜産技術センター 技術支援部 TEL ０８２４－７４－０３３２ 

基本情報 

広島県発明（特許第4448984号） 

「畜産資料用ドリル式コアサンプラー」   

正逆方向に回転   

写真1 畜産技術センターの特許発明「コアサンプラー」 

容易な離脱 容易な 

試料の取出し 

容易な挿入 容易な装着 

写真3 サンプリングしたロールベールと 

     サンプラー 

ロールベール 

サンプリングした飼料 

コアサンプラー 

写真2 「コアサンプラー」使用手順 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

◆波形の刃を取り付けた採取円筒ドリルに装着して使用します。梱包された家畜飼料から、飼料成分   

  や発酵品質を評価するための試料を、簡便、正確にサンプリングする機器です。 

◆刃先が破損した場合は、刃先のみの交換が可能です。 

◆採取円筒と回転シャフトが脱着式なので、試料の取出しが容易です。 

具体的な活用場面 

◆飼料作物のロールベールサイレージの他、梱包乾草や混合飼 

  料（TMR）のサンプリングに用いることができます。 

発明の特徴 

◆ ステンレス製の特殊形状の刃は、左右対称の波刃を反復形成 

  したものです。 

◆ 採取円筒は、縦断面形状が後端方向にテーパ状で、長さ 

  250mm、直径75mm程度の形状です。 

◆ 採取円筒を装着するドリルは、出力750～850Wの低速で正逆 

  両方向に回転できるものを用います。 

◆ 煩雑な梱包の開封作業は不要で、密に詰め込まれた飼料作 

  物（飼料イネや牧草など）をスムーズに穿孔し切断します。 
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 魚種 至適塩分範囲（イメージ）  
 最適値における 

生残率上昇の事例 

オニオコゼ 
カサゴ 
メバル類 

  

26%△ 
65%△ 

83%△  

漁獲魚を活かす技術で、新鮮鮮魚    

海水魚の活力向上・外傷回復技術 

【水産海洋技術センター】 

～ 外傷のある魚を活かして、活魚市場へ 消費者へ～ 

セールスポイント 

 

代表する写真 

 
（縦3.3cm、横4.4cm） 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 海水魚の延命および/または外傷回復方法、ならびにこの方法で処理した海水魚 

特許権者 広島県 

出願番号 特願２０１１－０６５８７２ 出願日 平成２３年 ３月２４日 

特許番号 特許第５８０３０２６号 登録日 平成２７年 ９月１１日 

実施許諾実績 ■有（２件）□無   事業化実績 ■有（１件）□無 

技術指導 ■可    □不可 サンプル提供 □可    ■不可 

問い合わせ先 水産海洋技術センター 技術支援部 TEL ０８２３－５１－２１７３ 

基本情報 

◆効果のある塩分（至適濃度範囲）は魚種によって異な

り(下表)、エビ・カニ、貝、イカ・タコ等には使えません。 

◆漁獲ストレス等を受けた魚を希釈海水で蓄養するだけで、活力を維持または向上させ、なおかつ

へい死を低減できます！ 

写真 人為的に鱗を一定面積剥離したメバル類の体表再生

状況 (左：外傷直後、蓄養15日後) 

図 低塩分蓄養による外傷メバル類の生残性向上 

◆外傷悪化の抑制効果があり、従来法と比べ商品価値

の維持が期待できます（下写真）。 

生残率83％ up 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

具体的な活用場面 

◆市場等で長期の活魚蓄養が可能となり、消費者に 

  新鮮な魚を安定供給できるようになります。 

◆これまでに難しいとされてきた天然魚を活用した養   

   殖が可能となり、大量に獲れる魚を付加価値の高 

    いブランド魚に仕立てることができます。 

◆観賞魚や水族館等の希少種にも活用できます。 

発明の特徴 

◆初期投資として、ろ過付水槽、循環ポンプ等の設 

    置に50万円程度必要です（１トン水槽規模）。 

  また、水道代、電気代（内陸部の場合は海水輸送 

     費）等のランニングコストがかかります。 
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柔らかいスギが硬くなります    

木材の簡易圧密技術 

【林業技術センター】 

～ 木材をホットプレスで圧縮して硬くする方法 ～ 

セールスポイント 

発明の特長と活用場面 

発明の名称 木材圧密処理方法 

特許権者 広島県 

出願番号 特願２００４－３０７７７４ 出願日 平成１６年１０月２２日 

特許番号 特許第４２６９００４号 登録日 平成２１年 ３月 ６日 

実施許諾実績 ■有（２件）□無   事業化実績 ■有（２件）□無 

技術指導 ■可    □不可 サンプル提供 ■可    □不可 

問い合わせ先 林業技術センター 技術支援部 TEL ０８２４－６３－０８９７ 

基本情報 

◆ スギ・ヒノキなどの針葉樹材を圧縮して硬くすることができます。 

◆ 年輪の濃淡の模様がきれいです。 

◆ 製造コストは大きさや厚さにより異なりますのでご相談ください。 

スギ圧密フローリング 節もきれいに圧縮 

オープンタイプホットプレス 

圧縮前 

６ｃｍ×６ｃｍ 
１／２圧縮 
３ｃｍ×６ｃｍ 

１／４圧縮 

１．５ｃｍ×６ｃｍ 

具体的な活用場面 

◆ 含水率が2％程度で加熱による変形がすくないため、床暖房用のフローリングにも活用できます。 

◆ 製造コストは、大きさや厚さによりプレス時間が変わりますが、マウスパッドで1,000円程度です。 

発明の特徴 

◆ 節のある木材もきれいに圧密することができます。 

◆ 圧密には200℃程度の加温と30～40㎏/㎝2の圧力のプレス機械が 

  必要です。 

（硬さや凹凸を活かした用途の例） 

※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。 

◆ スギ、ヒノキなどの水を含んだ木材を爆発させることなく圧縮できる技術です。同時に乾燥もできます。 
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